
履修モデル(2)：　イギリスへの留学を経て、国際機関への就職をめざす。

科目数 単位 学位
市民社会・国際協力論 領域 10 20
市民社会・国際協力論 領域(演習） 4 8 ・自主研究は、南アジアのNGOへの参加やインターンなどを活発に行っていたため、それらと関連させて3科目分履修

市民社会・国際協力論 領域(卒論） 2 6 ・卒業論文を選択。題名は「バングラデシュにおけるフェアトレード：可能性と課題」

マイナー アジア研究 アジア研究 領域 5 10

科目名 科目数 単位 科目名 科目数 単位 科目名 科目数 単位 科目名 科目数 単位

グローバル・スタディーズ入門 1 2 2
国際関係論入門 1 2 2
地域研究入門 1 2 2
グローバル・スタディーズ基礎演習 1 2 2
グローバル・ヒストリー 1 2 平和学 1 2 4
国際関係論概説 1 2 グローバル化と宗教 1 2 4
国際協力論概説 1 2 2
南アジア研究概説 1 2 自主研究 2 4 自主研究 1 2 8

国際協力論1、2 2 4 国際政治経済論1、2 2 4 国連研究1 1 2 10
グローバリゼーションと市民社会1、2 2 4 国際教育開発論1、2 2 4 8
国際制度論1、2 2 4 フィールドワークの技法と実践 1 2 6
南アジア社会経済論 1 2 南アジアの宗教と思想1、2 2 4 アジアの環境と開発 1 2 8

イスラームとジェンダー 1 2 2
特講（現代アジア社会） 1 2 特講（国際人口移動） 1 2 4
演習（国際協力論1、2） 2 4 演習（国際協力論1、2） 2 4 8

卒業論文 2 6 6
学部開講科目小計 16 22 22 18 78

外国語学部/FLA科目 オーストラリア社会1、2 2 4 4
グローバル教育センター科目 グローバリゼーション(仮） 1 2 グローバル・イシュー(仮） 1 2 4
その他の学部の科目

他学科科目小計(注１） 2 6 0 0 8

18 28 22 18 86
ウエルネスと身体 1 2 2
キリスト教人間学 2 4 4
選択科目 6 12 選択科目 4 8 20

18 8 0 0 26
Academic Communication 2 4 Psychology（CLIL科目）(仮）※ 1 2 通訳英語（CLIL科目）(仮）※ 1 2 報道英語（CLIL科目）(仮）※ 1 2 10

インドネシア語※ 2 2 2

4 4 2 2 12

40 40 24 20 124

注１ 外国語学部、FLA(国際教養学部)、グローバル教育センターの科目、※が付された語学科目は、学科科目に参入

注２

1年次生 2年次生 3年次生 4年次生
合計

メジャー 市民社会･国際協力論
学士（国際関係論）

学科科目
(94単位)

入門（100シリーズ）
（8単位　必修)

基礎（200シリーズ）
(14単位以上）

専門（300シリーズ）
（28単位以上)

応用（400シリーズ）
（10単位以上)

学科科目　計

全学共通科目
（26単位)

全学科目　計

語学科目
(4単位)

語学科目　計

合計（注２）

卒業には、124単位の修得が必要




